
下松市インクルーシブ遊具体験会アンケート 

 

 

下松市では、令和７年春のオープンを目指し、恋ヶ浜緑地公園の整備事業を進めています。  

この事業では、障がいの有無に関わらず、あらゆる子どもたちが安全・安心・快適に利用できる公園を目指

し、園内のユニバーサルデザイン対応やインクルーシブ遊具の導入を予定しており、この体験会をとおして

みなさんから公園の整備について、いろいろなご意見をいただきたいと考えています。  

恋ヶ浜緑地公園がより良いものとなるよう、ぜひアンケートへご協力ください。 

 

Q1. お住いの地域を教えてください。 

□ 豊井地区 □ 下松地区 □ 末武地区 □ 笠戸地区 □ 花岡・生野屋地区 

□ 久保地区 □ 米川地区 □ 市外・県外 

 

Q2. あなたの立場を教えてください。 

 □ 親 □ 兄弟・姉妹 □ 祖父母等親戚 □ 幼稚園・保育園・小学校教諭 

□ 福祉関係施設職員・総合支援学校教諭 □ その他(                           ) 

 

Q3. 一緒に来られたお子さんの年齢を教えてください。 

複数人おられる方は、該当するすべてにチェックをお願いします。 

□ 未就園児（0～3 歳）      □ 幼児（4～6 歳） □ 小学校１～３年生（6～9 歳）  

□ 小学校４～６年生（9～12 歳） □ それ以上     □ 子どもはいない 

 

Q4. 一緒に来られたお子さんで、障がいをお持ちの方はおられますか。 

□ いる □ いない □ わからない 

 

Q5. 障がいがあると答えた方へ 

お子さんの障がいの種類を教えてください。 

□ 肢体不自由 □ 発達障がい □ 知的障がい □ 精神障がい □ 内部障がい 

□ 視覚障がい □ 聴覚障がい □ 言語障がい □ その他（             ） 

 

 

 

 

 



 

 

Q6. 体験していただいた遊具の感想をお尋ねします。 

設置されている遊具で楽しく遊べていましたか。 

□ 楽しんでいた □ やや楽しんでいた □ あまり楽しんでいなかった □ 楽しんでいなかった 

 

 

Q7. 特に気に入った遊具を３つ選んでください。 

□ ユニバーサルブランコ（ゆれる） □ トンネル遊具（はう・ねそべる、クールダウン） 

□ パネル遊具（ふれる、微細な動き） □ クッション遊具（はねる・とぶ、ねそべる） 

□ ネット遊具（ゆれる、はねる・とぶ、ねそべる） □ 音遊具（ふれる、音を楽しむ、微細な動き） 

□ 回転遊具（ゆれる、まわる） □ 砂場（ふれる） □ 3 歳児未満遊具（つかまる、くぐる、ねそべる） 

 

 

Q8. 今回設置した遊具以外で、障がいに関わらず、みんなが一緒に遊ぶことができると思う遊具を２つ選ん

でください。※体験会会場に設置しているパネル又はホームページを参考にしてください。 

□ 車いすの人も遊ぶことのできる滑り台（すべる、のぼる、ねそべる・はう） 

□ シーソーなど揺れて楽しむ遊具（ゆれる） 

□ 支える力が弱い人でも遊ぶことのできるターザンロープ（ゆれる、ぶらさがる） 

□ 基礎的な体の使い方を学ぶための懸垂系遊具（のぼる、ぶらさがる） 

□ 水遊びできる施設（ジャブジャブ池や噴水、ミストシャワーなど） 

□ 動物などの形を楽しむ遊具（ふれる） 

□ 遊ぶ人の年齢等に応じて挑戦することのできる登はん、バランス遊具 

（ゆれる、のぼる、はねる・とぶ、ぶらさがる） 

□ 大きなドングリやきれいな落ち葉が採集できる自然遊び場 

（はねる・とぶ、ねそべる・はう、ふれる、かぐ、クールダウン、社会的遊び） 

□ 落書きが楽しめる路上絵エリア（はねる・とぶ、ふれる、社会的遊び） 

□ その他（                                     ） 

 

 

 

 

 

 



 

 

Q9. 遊具広場全体のことについてお尋ねします。 

障がいの有無に関わらず、だれもが安心して利用ができる遊具広場に必要だと思う設備について３つ選

んでください。 

□ それぞれの年齢に対応した遊具エリア 

□ 障がいのある人が優先の遊具エリア 

□ こけてもケガをしにくいラバー舗装 

□ 遊具の間隔が広く配置され、走り回ってもぶつかりにくい広場 

□ 遊具と遊具の間に通路を整備し、車いすや歩行器での移動が容易な広場 

□ 死角が少なく見通しの良い配置がされた広場 

□ 不用意に飛び出さないよう柵や生垣に囲まれた広場 

□ 木陰やベンチなどの休憩施設 

□ 急な体調不良やケガ、パニック等に利用可能な多目的ルーム 

□ その他（                                     ） 

 

 

Q10. 障がいの有無に関わらず、だれもが安心して楽しめる広場を維持していくために必要な仕組みについて

２つ選んでください。 

□ 遊びを見守るスタッフがいる 

□ 遊具エリアに入場できる人数を制限する 

□ 身体障がいだけでなく、発達・知的・精神障がい等個別の障がいを理解したルールを掲示する 

□ 障がいのある人が優先的に遊べる日を設ける 

□ 利用者の年齢等に応じて参加可能なイベントを開催する 

□ 障がいのある人とない人の交流ができるイベントを定期的に開催する（小学校と総合支援学校など） 

□ その他（                                     ） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Q11. 公園に設置される多目的トイレについてお尋ねします。 

あなたは、どのような設備を望まれますか。（自由記述） 

記入例 

・子供と一緒にトイレに入ったが、勝手に子供がカギを開けて出ていってしまうため、手の届かない場

所にカギを移すか２か所に分けてほしい。 

・体の大きな介護者のおむつを交換できるよう、大型のベッドを備え付けてほしい。 

・冬場の器具の洗浄のため、オストメイト対応の設備は温水が出るようにしてほしい。など 

 

 

 

 

 

 

 

Q12. 最後に、公園の整備やその他の公園施設について、あなたの意見をご自由に記入してください。 

記入例 

・安全に乗降ができるように車寄せスペースを整備してほしい。 

・遊具エリアから近い場所に駐車場を配置してほしい。 

・夜間でも利用可能な照明施設の整った園路を整備してほしい。など 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 


